第5回　教育委員会　議事録

R3.9.15（水）　記録：大村、柴田
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· 欠席者は必ず後日、確認お願いします。
・WIZからの欠席届は委員会開催前に提出をお願いします。

・議事録作成者は完成したら委員長へメールし確認後作成者が回覧をお願いします。

・研修終了後2日以内に出欠入力を済ませ、WIZ掲示依頼をお願いします。

　WIZ掲示（5日間）が終了後報告書提出となります。

　研修資料の添付も忘れずにお願いします。

・アンケート実施について

　アンケート用紙作成済み　担当：松橋さん、庭田さん、小林さん

　9月中に委員会のメールからSGM以下に一斉送信する予定。

　その後、各領域毎に集計し、研修率向上を目的に、今後の取り組みを検討する。

【医療福祉学会について】　

・今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、下記の通り変更。

特別講演　　中止

研究発表　　全演題ポスター掲示のみの発表。

・医療福祉学会企画書再提出中。

・10/29（金）の午後、PPTを貼る作業を行う。各管理者へは、勤務依頼済み。

・PPT枚数は10枚。

・演題数：計32題

東病棟
2　
危険予知トレーニング内にみる精神科急性期病棟の＜危険予知の観点＞

～＜危険予知の観点（パースペクティブ）＞と＜スタッフの経緯＞の相関性



アルコール依存症治療プログラム実施時の患者様の理解度とモチベーションの推移

西病棟
1　
生活支援評価表を用いたセルフケア能力の向上

北病棟
1　
プログラム活用による自己効力感の変化

南病棟
2　
看護G：褥瘡ケアの有用性について



介護G：安全ベルトを使用することに対する職員の意識調査

　　　　　　　　　　　～ADLの維持・向上に対する取り組み～

薬局
1　
当院採用薬の簡易懸濁一覧表の作成と評価

外来・医事・センター
1　
地域包括ケアシステムにおける病院の役割

地域連携室
1　
アルコール依存症の退院支援

検査
1　
体格と肺野の大きさの関連性

AOM+検査
1　
当院における新型コロナワクチン接種による副反応調査

栄養
1　
低栄養・低体重に対する中鎖脂肪酸（MCT）の有用性

心理
1　
疾患による知的能力の特徴　～WAIS-Ⅲを用いて～

作業
1　
入院患者様におけるレクリエーションプログラムの介入効果

青陽館
2
青陽館新規利用者のデイケア等への適応傾向について



学習療法を用いた認知機能維持・向上についての関わり

訪問
1　
訪問看護を受ける精神障害者の再入院に影響を与える要因について

健康管理
2　
看護：経管栄養者の口腔ケア～レモン水を使用して～



リハ：浮腫軽減の取り組みについて（仮）

入所G
　5
家族交流支援



義歯装着を拒否する利用者のアプローチ



介護から考える乾燥性皮膚ケア



認知症高齢者の日常生活リハビリによる身体機能改善の効果



退所支援1年間の取り組み

訪問介護（八戸）1　
コロナウイルス感染について

南寿の里
2　
丘：グループホームの活動を振り返って



　　　 雲：転倒リスクのある入居者様の筋力アップ運動の効果

南陽館
2
通リハ：生きがいを持って生活するには　～一人ひとりのより良い生き方～



認知対応：コロナ禍で提供できる取り組み　

～利用者様の希望に添えるプログラムとは～

南天の郷・南風苑
1　
業務体制の見直しによる改善点と今後の展望

あおぞらCL・DC
1　
効果的なショートケア実施に向けた取り組みの結果と今後への課題

訪問介護（三沢）
1　
自立支援を促す訪問

※未提出の部署に、再度声かけをお願いします。

抄録担当者：本川さん、小沼さん、久保さん、小林さん 

コピー用紙　小向ＡＯＭが発注。(依頼済み)

・9月中に仮版完成させる

・配布名簿の作成（総務に確認）

・各抄録が規定の書式になっているか、字体（フォント）・大きさ（ポイント）のチェック

・ズレをなくするためＰＤＦ化し早急に作成

・10月初旬には決裁をもらい印刷・製本作業に入りたい

＜スケジュール予定＞

9/15　　抄録提出〆切り

9月中～担当者は書式・フォント・ポイント確認

バックアップ後編集作業・ファイル名統一（タイトルで）

　査読・群分け･･･小向ＡＯＭ、林

　　　　担当者は群分け決定後、群フォルダ作成し入れ替え

　　執行会議にて一覧表見せる

理事長に１回は提出

10/15～ 印刷・製本作業開始

10/29～ 配布・掲示作業

11/1～11/22掲示開始

11/22～アンケート開始

PPT及び発表原稿の締め切り10/15（金）･･･蕨野さん、鈴木さん

WIZ掲示は済み：林

パワーポイントの組み換え（群ごとに）：

【各領域研修】

・院内研修：報告書提出済み

　8/17（火）、18（水）

　「精神保健福祉法(行動制限)」　講師：西舘翔子さん

　参加率　37％　　参加率（当日参加者＋業務扱い者）40％
＜感想＞
・自分たちの看護が適切なのか考える機会だった。

・行動制限、人権について改めて理解した。
＜改善点＞
・2日目の出席率が低かった。業務が終了し帰宅していたり、病棟業務が終了してないため出席しできていない状況が考えられる。研修がある当日の朝にでも部署内で呼びかけをして周知してもらう必要がある。
＜考察＞
・研修に参加できない事情はあるが、参加を促す声かけは部署内で継続し、研修に参加でいない理由を明確化し、対策を練っていく必要があると考える。
・苑内研修：報告書提出済み

　8/17（火）、18（水）

　「認知症ケア」～アセスメントの重要性」　講師：松川達也さん、吉田美佳さん

　参加率　69％　　参加率（当日参加者＋業務扱い者）72％
＜感想＞
・アセスメントはプラン作成の９割を占めると言われているもので、常時その視点で
物事を見ていく必要があると思った。
・具体例をあげ質問形式をとっており、ポイントを重点的に話していて、わかりやす
かった。

　　　　

＜改善点＞
・感想を記入していない人が3～４名いた。記入していない方の中には、毎回記入していない人もいたので、研修に参加する意味を何かで伝える必要があると感じた。

・みさわ研修：報告書提出済み

　8/25（火）、27（金）

　「接遇　グループワーク（電話対応）」　講師：若松　恵香子

　参加率　72％　　参加率（当日参加者＋業務扱い者）80％
＜感想＞
・顔は見えないが声で表情が分かる事を学び、今後元気よく対応したい。
・グループワークで具体的な敬語の使い方を考えながら学ぶ事ができた。

・相手に対し不快な話し方・態度と捉られない様気を付けたい。
＜改善点＞
なし

【各領域研修　今後の予定】

・10月　法人研修　なし

・院内研修

10/19.20予定　

感染対策（インフルエンザ・ノロ）　

担当者：松橋さん、吉田（久）さん

・苑内研修

10/19.20予定　

感染症対策（新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロ）

担当者：庭田（繭）さん、庭田（弘）さん

・みさわ研修

10/27・28予定　

交通安全、法人内の車両管理について

担当者：小林さん、大平さん

※各領域研修の準備を進めて下さい。

【次回委員会予定】

日時：R3年10月20日（水）15：30～

場所：日沢さん、庭田（繭）さん

